
 

『セミの通り道』         院長メモ 

 

滝沢市の北側、国道から脇道に沿って大分行くと

黒々とした木々に包まれた森の中、ポツンと空いた

平地に I さんの家がある。まわりはむせ返るような

真夏の草と木々に囲まれ、日中はその数などわか

らない程のセミの鳴き声に包まれる。 

I さん９０歳を越えて特に大きな病気はなかったが、

誤嚥性肺炎を繰り返し、口からの食事摂取がほと

んど出来なくなっていた。 

 

 

  

 

 

 

 

 

平成３０年６月２８日（２０１８） 第００６１号 

入院先の病院で“家に帰りたい”との意思を強く示され、CV ポート（埋め込み式の点滴

装置）や胃瘻の造設をすべて断っての在宅移行だった。栃木県出身だった I さんはいく

つかの土地に移り住んだ後、当時の滝沢村営林署の開拓募集に応じて入植したらし

い、と息子さんから聞いた。 

当院外来での CT を含む全身検査でも特に大きな問題点は見られず、家で過ごすこと

の説明をさせて頂いた際には、車イスに座りながらで言葉は多少弱々しかったもののし

っかりとした受け答えであった。 

 

小高い山を背負った庭は程よく手入れされ、玄関に至る前庭の手前に梅、奥にもみじが

自然に配されていた。家を取り囲むように広がる庭の一部に、明らかに刈り残されたと

思われる飛び抜けて背の高い雑草の群れが見える。 

往診の帰り際、庭の一部に雑草が刈り残されている訳を息子さんに尋ねると“セミの通

り道”だと言う。庭の下にある田んぼ周りの土地から、十数年の年月を経て地上に出て

きたセミが、羽化する為に庭奥の森林に迷わず辿りつくまでの通り道であるとのこと。Iさ

んが入植した頃から始まり、息子さんの代になっても続いているとのことだった。初めて

聞いた話であったが心に残った。 

その後 I さんは次第に弱くなっていき、往診時の私の”苦しくないですか？”との問いか

けに、目を閉じたまま頷くだけであったが“大丈夫”とはっきりと意志を示してくれた。 

その I さんが、お盆の入りのその日旅立たれた。 

日中あれほど庭中に響き渡るセミの声がまったく聞こえない雨降りしきる夜半に、御家

族と一緒に Iさんをお見送りした。“旅立ってから向こうの世界に続く道があるかどうかわ

かりませんが、Iさんは道に迷うことはないと思います。”と息子さんに言ったら、少しだけ

微笑んでくれた。 

夜が明ければ、またいつもの気の遠くなるようなセミの鳴き声で、庭中が埋め尽くされる

のだろう。 
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 ○=休診日 ★=診療時間変更 

 

 ※都合により変更になる事がございます。

ご了承願います。 

（日曜・水曜・祭日は休診日です） 平成３０年７月 

★  ７月 ３日（火） 午後受付１７時まで 

 岩手町医療介護等懇談会 

出席の為 

★  ７月１９日（木） 午後受付１８時まで 

盛岡病院第 5回地域医療 

懇談会 出席の為 

★  ７月２１日（土） 午後休診 

              研修会 出席の為  
             

            

     

 

 

午前検査外来 

 
 

 

午前検査外来 

男性の骨粗しょう症 

 

指導：鳥取大学医学部保健学科 教授 萩野 浩 

（日本医師会「日医ニュース：健康ぷらざ No.503」より抜粋） 


